




要約:伝染性紅班(リンゴ病)の原因ウイルスとして知られているヒトバルボウイルス

(HPV/B19)は他のいくつかの疾患との因果関係も疑われている。中でも HPV/B19 の妊婦へ

の感染が非免疫性胎児水腫を惹起する可能性が報告されている。これまで我々は HPV/B19

血清診断ウェスタンブロット法ならびに遺伝子診断法を確立し、これをもとに HPV/B19 母

子間感染の実態把握に努めてきた。しかしながらウェスタンブロット血清診断法には種々

制約があることから、より簡便な ELISA キットの開発を行ない、同キットを用いて健常人

ならびに胎児水腫患者等について疫学的解析を加えた。


